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SUMMARY 
Advanced Research Center for Laboratory Animal Science (ARCLAS) within International 
Center of Veterinary Education and Research (iCOVER), Joint Faculty of Veterinary 
Medicine, Yamaguchi University was established in January 2015. The purpose of ARCLAS 
is twofold: first, to provide care and management for laboratory animals in safe and 
adequate manner and, second, to prepare the education curricula for practical training for 











2013 年 12 月に山口大学共同獣医学部付属・獣
医 学 国 際 教 育 研 究 セ ン タ ー （ 組 織 ）
International Center of Veterinary 








に関する支援。そして、2015 年 1 月には、




学研究施設 Advanced Research Center for 






 今後、山口大学共同獣医学部では iCOVER 教
育 研 究 施 設 を 利 用 し て 、 The European 
Association of Establishments for 
Veterinary Education (EAEVE)の認証取得を
目 指 す 。 ARCLAS で は 、 Association for 
Assessment and Accreditation of Laboratory 





iCOVER ビルディングは総床面積 3,413 ㎡、8
階建ての鉄筋コンクリートの建物であり、1










施 設 め ぐ り 
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   図 1  獣医学国際教育センター・ 



























































図 4  2 階生体機能学系実習室 
図 2 獣医学国際教育研究センター・先端実験動物学研究施設の概要 
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 図 5  3 階感染症学系実験室 
  
図 6  4 階高度感染学系実験室 
  
図 7  5 階 ARCLAS 施設受付 
 
3 階にはバイオセイフティレベル BSL2 に対 
応した 60 人規模の実習室があり、獣医微生物 
学、獣医衛生学、公衆衛生学の Hand-On 実習 
が行われる（図 5）。 























































































































ABSL2 および ABSL3 対応施設であり、獣医学部
学生や社会人の卒後研修の場として役割を果 
たすことになる。今後高度感染症が発生した 
際に本学 iCOVER と ARCLAS が対応協力できる
施設のひとつとして数えられる。 












changing station を導入し試みている。7階 
には、外部から導入する実験動物を検疫する
飼養保管室および検査室があり、検査合格し 
図 9 6 階普通動物飼養保管室および実験室 
図 12 7 階洗浄・滅菌室 



































































図 13  8 階機械室 
2015 年 10 月に iCOVER 内覧会を行い、施設
全体が稼働し始めた。AAALAC 認証に向けて、
未だ是正しなければならない個所が多いが、1
年程かけて改善する予定である。山口大学よ
り施設運営経費の支援を全面的に支援してい
ただき、初年度から稼働に辿りつけた。飼養
保管や検査関係で利用者への負担が小さい実
験動物施設として動き始めている。今後、以
前より利用されて来た旧実験動物施設を改修
して、中型・大型実験動物に対する専用実験
動物施設が誕生すればと考えている。新しく
獣医学部に生まれた ARCLAS がより安全で、か
つ使いやすい実験動物施設となるように努力
していきたい。 
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